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Ⅰ．はじめに 

 
1.1 再評価される里山 
国レベルの法令に基づく保全や行為規制により、自

然林の多くが保護されるいっぽう、二次林である日本

の里山は伐採や林道開発に晒され、また過疎化や高齢

化に伴う土地利用変化に直面し、これまで減少と荒廃

の一途を辿ってきた (深町 2005)。 
しかし近年、希少な生物資源の苗床として(南 2002)、

あるいは観光資源としてのポテンシャルの面で、里山

の利用可能性に再び注目が集まっている(上原ほか

2005)。雑誌等でも頻繁に特集が組まれるようになり、

最近では『緑の読本』79 号(2008) に、京都府立大学の

深町加津枝氏や京都大学の森本幸裕氏ら有識者の寄稿

で「里地里山の再生」が特集された。 
こうした動きと呼応して、都市との交流による森林

オーナー制度などを通じて里山保全を模索する藤原ほ

か(2007)や、貸し林・家庭林園・山林放牧・柴材等の

直接搬出利用から里山のエネルギー自給率を自立可能

なものにすることを提案した佐野ほか(2006)、椎茸用

のほだ木の生産地として里山を利用する鈴木(2005)な

ど、各方面で実践的な試みが報告されるようになって

きた。 
自治体レベルでも、アカマツやコナラなどの高木優

占種を残して照葉低木林やササを伐採することで夏緑

環境高林を形成する「兵庫方式」の里山保全の取り組

みが成果を挙げている(山瀬ほか 2005; 山口 2005; 服
部ほか 2004)。 
地域の自然環境の価値を多方面から再評価する流れ

のなかで、身近な地域資源としての里山はふたたび注

目を浴びている。 
 

1.2 教育の場としての里山 
里山再評価の流れを受け、近年は教育の現場でも、

里山に注目が集まっている。その大きな契機となった

のは、2002 年度改訂された新学習指導要領において新

たに導入された「総合的な学習の時間」である。導入

を契機とし、学校教育に環境教育をとりいれる試みが

急増した(川上 2004)。近年は幼児教育や障害者教育に

おいて環境教育をとりいれる事例も増えてきた。付属

施設でもある「からんこ山」を幼児の環境教育の場と

して利用する瀬野・村田(2004) 、都下の知的障害者施

設で行われている里山利用プログラムを紹介した中村

ほか(2005)などが挙げられる。 
また、当初から地域住民協同で「等身大の科学を地域住民
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と共につくりあげていく」(p.457)ことを謳い、市民講

座「里山学会」や小中学校の総合学習支援を行ってい

る新潟県松之山の『森の学校 キョロロ』のように、地

域の自然史系博物館の中にも里山の保存と再生を中心

に据えた施設があらわれるようになった。地域住民を

巻き込んだ参加型の里山保全運動も各地で計画され、

成果を挙げている(忽那ほか 2004; 辰井・藤井 2006)。 
 

1.3 大学の研究・地域貢献の場としての里山 

こうした動きに呼応し、近年は大学が里山保全の一

翼を担う例も出てきた。 
その好個の例としては、1999 年に金沢大学が創設し

た『角間の里山自然学校』を挙げることができる。市

街地に隣接する角間丘陵へのキャンパスの総合移転事

業を進めていた金沢大学は、自然環境の保全・修復等

に配慮するとともに、地域に開かれたキャンパスづく

りを掲げた。同校の「角間の里山自然学校」は、70ha
に及ぶ同地の恵まれた自然環境を教育研究フィールド

として利用するだけでなく、広く市民の学習活動の場

として開放し、これを活用した様々な学習プログラム

を提供することを謳って誕生した施設であった。 
2006 年 10 月からは珠洲市小泊に『能登半島里山里

海自然学校』も開設された。これは、廃校になった旧

小泊小学校を拠点とし、能登地域の里山生態系の調査

や啓蒙活動、保全活動に取り組むものである (高鍬ほ

か 2006, Nakamura 2008)。 
2005 年 12 月に金沢大学は、『里山学・地域共生学オ

ープン・リサーチ・センター』などを創設した龍谷大

学の深草キャンパスと、金沢大の角間キャンパスをテ

レビ会議で結び、朝日・大学パートナーズシンポジウ

ム「人をつなぐ，未来をひらく，大学の森」を開催し

た。敷地内の緑地帯を環境教育に活用する大学の間で

は、こうした学術交流も盛んになりつつある。 
類似の試みは、京都大学にもある。2003 年 4 月 1 日

に理学・農学研究科附属の瀬戸臨海実験所(白浜)、演

習林(京都・芦生・和歌山・徳山・北海道)、および実

験所(舞鶴・瀬戸)を統合して創設された、全学共同利

用の「フィールド科学教育研究センター」は、里山生

態系部門を創設し、地域における里山研究・教育の拠

点となっている。 
これ以外にも、広島修道大学や広島市立大学などが

近接する武田山を事例に、地域の景観の学習・教育・

文化・レクリエーションの場としての可能性を検討し

た根平(2007)や、関西外国語大学キャンパスの位置す

る枚方市穗谷地域の里山(穗谷里山)に関して、学生へ

の教育の場としての可能性を論じた浅野(2008) 、北九

州学術研究都市周辺の 4 箇所の里山で竹林保全活動を

行い、2 年間で延べ 800 人のボランティアの動員に成

功した事例 (草葉・デワンカー 2006)などのように、

ローカル・コモンズとして構内ないし近隣の里山に注

目した報告は少なくない。大学が敷地内に有する緑地

は、教育・研究・地域貢献の場として活用しうる共有

財産の可能性を秘めているのである。そこで本研究は、

首都大学東京がその南側斜面に抱える松木日向緑地を

とりあげ、その沿革と保全の流れを詳細に辿るところ

から、環境教育の場としての可能性を探ることを目的

とする。 
 

Ⅱ．大学移転と松木日向緑地 

 

2.1 移転事業のあらまし 
 校舎の老朽化や狭隘さ、キャンパス分散による総合

大学機能の阻害を解消するため、東京都立大学八雲校

舎のキャンパス移転計画が最初に持ち上がったのは

1970 年代に入ってからのことであった。最初の移転計

画は、各学部教授会メンバーや学部評議員、部長会メ

ンバーなどからなる「将来計画検討委員会」が、立川

基地跡地内に114haの校地を要望した1973年までさか

のぼることができる。しかし、移転計画が本格化した

のは、『東京都総合実施計画(マイタウン’81)』において

大学移転が計画事業として採択され、同年度の都予算

に移転調査費 300 万円が計上されて以降のことであっ

た。移転に積極的な理工学系の教員とは裏腹に、当初、

人文・社会科学系の教員の間には反対論も多かったと

いう (東京都立大学事務局企画調整課 1990)。 
紆余曲折のすえ、移転基本構想がまとまったのは

1986 年 11 月のことである。目黒区八雲から八王子市

由木への移転により、面積は 43 ヘクタールとなり、旧

キャンパスの 3.5 倍となった。 
 総合大学がすべて一度に移転したことは過去に例が

なく、総工費は 578 億円に上った。また運送会社 5 社

と JV（ジョイント・ベンチャー）によるキャンパス移

転事業の落札価格は 17 憶 5, 100 万円となった。折から

バブル経済の爛熟期、都庁の移転に要した費用 10 億 4
千万円を大きく上回る破格の金額であり、きわめて大

がかりな移転事業であったことがうかがえる（産経新

聞多摩版 1990 年 10 月 22 日）。 
 

2.2 新大学のなかの松木日向緑地 
かつて，高度成長時に進められた大規模な住宅開発

において、多摩丘陵一帯はとりわけ多く里山開発が行

われた場所であった。やがて自然保護グループなどか
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ら、そうした開発への批判が強まると、開発業者や自

治体側は次第に斜面林や源流域の保全に配慮するよう

になる(武内・三瓶 2006)。これら住民運動のなかから

は、地域の自然の魅力をアピールするため、「多摩丘陵

フットパス」と称する地図づくりをした NPO 法人「み

どりのゆび」のような先進的な事例も現れた(宮崎・麻

生 2004)。 
本研究が対象とする松木日向緑地も、多摩丘陵上の

林地のひとつであった。東京都立大学の校舎群が建設

された丘陵上の南側、稜線の縁に沿って拡がる斜面林

である（図 1）。このため、計画立案に際しては、武蔵

野の原風景を残すのみならず、開発前の地形を保全す

るうえで重要と思われる緑地が、残される緑地全体の

半分以上を占めるように策定された経緯があった (東
京都南多摩新都市開発本部 1977)。 
莫大な費用を投じた東京都立大学の移転事業には、

大学内の各緑地への 17 万 2 千本に及ぶ植栽や、路面の

透水効果を上げ、緑地内の湧水を守るための、特注し

た陶製の路面総タイル張りなど、キャンパス内を全面

的に緑化するための経費が含まれていた。タイルに施

された縞模様は、松木日向緑地から出土した縄文土器

にちなんだものであったという(Corridor No.6, 1992)。 
東京都事務局総務課(1992)によれば、大学内の緑地

は 219.533 ㎡におよび、うち松木日向緑地を含む保存

緑地は 130.493 ㎡(およそ 7 割)、植栽緑地は 89.040 ㎡

あった。このほか、旧キャンパスから約 50 本の樹木と

約 100 本の低木の移植もなされ、その費用も含まれて

いた。大学正門内に連なる 24 本のイチョウ並木や理学

部北側の広場にあるメタセコイヤ並木、工学部広場の

ケヤキなどはその代表で、旧キャンパスのシンボルで

あり、要望も強かったことから、敢えて高額の移植を

おこなった経緯がある(八雲会報 1992)。生協手前の遊

歩道から緑地を下った、橋のある調整池(ひょうたん

池)の東側にある梅林は、松木日向緑地の東側から移植

したものであった (Corridor No.7, 1993)。 
聞き取りによると、建設工事中、作業員たちが弁当

の残りを与えたため、松木日向緑地は増加した野犬の

棲み家となった。また、しばしばマムシが出没したこ

とから、移転後の緑地政策は、まず責任回避のため、

緑地にみだりに人を立ち入らせないことから始まった

図 1. 現在の松木日向緑地の遠景 
筆者撮影。斜面に緑地帯が残されている。山頂には旧理工学部棟。手前のビルの左手には八幡神社。 
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という。大学当局は当初、敷地内の管理までは予算と

して想定しきれておらず、草刈りについては個別の予

算を確保できなかった。このため、事務局施設課は大

学を 4 つ程度の区域に分割し、施設整備費の一部から、

区域ごとに別業者へ下草刈りを依頼するという方法で

管理を行っていた。緑地内については、図書館からイ

モリ池にかけて延びる遊歩道の両脇についてのみ、下

草刈りを行っていたようである（図 2）。このほか、事

務員の有志がボランティアで草刈りを行うこともあっ

たらしい。 
 
Ⅲ．緑地保全活動の系譜 

 
3.1 立ち上がる教職員たち 
大学当局が緑地保全のために、充分な対応をとれな

い状況を受け、緑地の景観を保全しようとする教職員

の自主的な集まりは、かなり早い段階から存在してい

た。理学部生物学科の渡辺秦徳・草野保氏、理学部地

理学科の杉崎順子氏が中心となって 1995 年 11 月に組

織された『池の会』はその代表例である。池の会は、

その最初の会合で「大学池・緑地を我らの土地として

見直しどうなったらよいか語り合い出きるところから

の緩い自由連合」を掲げ、参加者の見解が一致したの

を踏まえて組織された経緯があった(池の会通信 1996
年 5 月 29 日)。活動開始当初は活発に活動し、メミズ

ムシ、ゲンジボタル(池の会通信 No.10, 1998)、ノウサ

ギ、カルガモ、アカネズミ、タヌキ、イタチ、ハクビ

シン、イヌ、ノネコ(池の会通信 No.9, 1998)のほか、ト

ウキョウサンショウウウオ(池の会通信 No.13, 1999)な
どの希少な動物種や、南大沢周辺にしか生育していな

い絶滅危惧種のホシザクラなどが存在していることな

ども指摘され、松木日向緑地が身近な都市近郊の里山

として、驚くほど豊かな生物相を有していることが明

らかにされた。 

同様に、都立大教職員の親睦を兼ね、自然観察会などの企

画も随時行われていた。2004 年 3 月には、牧野標本館の清

水晃氏の協力のもと『ヤブザクラの花を見る会』が企画され、

理学部の教員の案内のもと、キャンパス内の動植物を見学す

る散策会も企画された(理学部支部ニュース No.2, 2004)。 

このほか、初期の事業として注目すべきものに、構内の歩

道や緑地へのネームプレートの設置事業があった。キャンパ

ス移転の際の総長であった佐野博敏氏の呼びかけを契機に

図 2. 松木日向緑地の見取り図 
ウェブサイト「ひなたブック」掲載図より一部を加工して転載。 
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始められたこの事業は、大学が公園ではないことから

設置のための予算の計上ができなかった。このため活

動は、有志の学内ボランティアに頼っていた様子がう

かがえる(Corridor No.2, 1992；都政新報 1991 年 7 月 5
日)。 
移転直後から目黒区の住民との交流は継続しておこ

なわれていた。現在まで続くめぐろシティカレッジは

その代表例であるが、他にも 1992 年 2 月には、教養部

課長、教養課庶務係長、文系三学部長が発起人となっ

て法学部棟西側の『目黒キャンパス B 棟前から移植し

た紅梅を愛でる集い』が企画されている。 

 

3.2 緑地の改変と圃場整備 
東京都多摩都市整備本部と住宅・都市整備公団南多

摩開発局が所管していたキャンパス用地は、大学の開

学とともに大学側へと移管された(多摩ニュータウン

1993)。このとき、「自然条件下での植物の生育に関す

る研究」や「蚕やバッタの餌の供給」を目的とし、旧

理学部の植物研究の拠点でもある温室の周囲に、緑地

の山間部を一部切り崩して 2 つの圃場整備がおこなわ

れている。 
水はけが悪く粘土質で砂利状の地盤は、圃場には不

向きであったようだ。Corridor No.2 には、生物学科形

態形成学研究室の和田正三氏による、第二圃場の開墾

にまつわる苦労話が記されている。このころから地元

民との間にトラブルはあった模様で、温室からの盗難

やいたずらに悩まされ、周りにコスモスを植えて予防

策を講じたことなどが述懐されている。八雲キャンパ

ス当時から現在まで温室および圃場の管理を引き受け

る杉山栄徹氏は、生物学科付の常勤技術職員のような

立場で、圃場の造成当初から維持管理を一手に担って

きた。 

聞き取りによれば、圃場が作られた傾斜地には、数

軒の農家が存在していた。大学移転に伴ってその用地

を接収し、それら農家は緑地下へと移転した経緯があ

る。また麓には、緑地と背山臨水の位置関係に地元の

氏神である八幡神社（通称、白山神社）が鎮座してお

り、松木日向緑地はその社寺林(鎮守の森)としても機

能していたと考えられる。 
このため、近隣住民の中には、圃場周辺の土地を半

ば里山のような存在と認識している住民も少なくなく、

例えば圃場前にある柿の木は自分のものだと主張する

地元住民の対応に、杉山氏が従事することもしばしば

であった。タケノコの採集、庭木の剪定廃材や家電品

の不法投棄などで近隣住民とのトラブルは絶えなかっ

たらしく、時には嫌がらせで畑に糞を置かれたりした

こともあるという。 
大学移管後、「地域の人たちも自由に散策が楽しめ」

るよう、緑地内には池やベンチ、遊歩道が整備された

(東京都立大学企画調整課 1994, p.27)。その池の周囲に

は安全性と研究利用を配慮しフェンスが設置され、「こ

の池の魚や亀は，都立大学の研究用のためのものです。

釣ったり柵の中に入って捕まえたりしないでくださ

い」との札が掛けられている。しかし、こうした柵は、

周辺住民が主体的に緑地の生態系の管理に関わる機会

を閉ざす一面もある（図 3）。 
 
Ⅳ．考察 

 
4.1 教職員による緑地保全活動の特色 
大学移転後の緑地保全において中心的な役割を果た

してきたのは、緑地保全に対する意識が高く、新キャ

ンパスの希少な動植物を守ろうとする意欲の強い教職

員たちであった。1998 年には、池の会のメンバーが中

心となり、八雲会報に「大学の森は呼んでいる」と題

する特集記事が組まれた。ここで池の会の中心的存在

の一人であった小石澤勝子氏は、緑地内の池で卒研生

がイモリの個体数調査をしていた話や、森の中で頻繁

に教職員と出会ったようすを述懐している。「大学の教

職員は、この緑地を愛し、各種の活動をしています」

(p.16)という言葉そのままに、移転後の数年間は、教員

間で松木日向緑地の調査や散策も活発におこなわれて

いたようすがうかがえる。 
そのいっぽう、「タケノコ掘りで荒らされる竹林」(同

上)との表現に表れているように、地域住民は、武蔵野

の原風景をとどめ、希少な生物種・植生が棲む日向緑

地を破壊しかねない存在として認識されていた (東京

都立大学事務局総務課 1992, p.44)。その最初の会合で

図 3. ひょうたん池の注意書き 
筆者撮影。設置されたのは都立大時代であることが分かる。



- 90 - 

「大学池・緑地を我らの土地として見直し」(池の会通

信 1996 年 5 月 29 日)としていた池の会の姿勢も、こう

した考え方と対応するものといえるだろう。 
松木日向緑地の荒廃が進んだ背景には、緑地の生態

系の生物学的価値を称揚する教職員たちによって共有

されていた、地域住民の採取活動に対するある種マイ

ナスの感情と閉鎖的な姿勢があった。 
それは一面においては、大学当局が半ば放置してい

た緑地内生物相の保全に結びつき、関係者の紐帯を強

化する役割を果たした。しかし、別の一面においてそ

れは、入会地として松木日向緑地を利用してきた地域

住民を、そこから遠ざけることにも繋がった。八雲会

報(1998)によれば、日向緑地の一帯はかつて「薪炭林

として定期的な森林伐採がおこなわれ、二次林として

の雑木林が広い範囲で維持されてきた」(p.21)場所であ

り，もともと地元の里山としての性格も帯びていた。

「日向緑地の大半も人為的な植栽によるものであり、

多摩丘陵本来の植生とはかけ離れてる」(池の会通信

No.4, 1997)との指摘もなされていた。教職員の対応は、

結果として二次林としての里山の管理を手薄にし、景

観保全の名の下に放置される状況を作り出した。その

結果、緑地内の生物相は徐々に荒廃の方向へと向かっ

ていった（図 4）。 

やがて、大学改革によって東京都立大学が首都大学

東京へと変貌を遂げるのと前後して、杉崎氏や小石澤

氏など、緑地保全において中心的な役割を担っていた

教職員の多くは、徐々に職を離れていった。地域住民

の関与が排除され、次いで保全運動の中心を担ってい

た教職員が定年や転職で大学を去るに及んで、松木日

向緑地をめぐるマンパワーの枯渇状況は次第に形作ら

れていった。 
その後、2002-04 年には、三宅島から避難してきた

島民の雇用対策として、臨時に都の予算が確保された

こともあった。これにより、シルバー人材センター経

由で臨時雇用された島民による草刈りや緑道整備がお

こなわれ、状況が改善している。しかし、それも帰島

が実現するまでの一時的なものであった。今日の松木

日向緑地の状況は、時とともに空洞化した人的資源の

現状を如実に反映しているといえよう。 
先に金沢大学や京都大学、龍谷大学の事例から述べ

たとおり、近年、大学が所管する緑地や里山の再評価

は急速に進んでいる。それら緑地の多くは、環境教育

の場や地域住民と大学との交流の場として重要な役割

を果たす可能性がある(及川 2005)。松木日向緑地の荒

廃は、いわば地域に開かれた大学として首都大学東京

が潜在的にもつ価値を喪失することに繋がるだろう。 
 

4.2 新たなる試み 

こうした状況に危機感を覚えた教職員や学生の間か

ら、ようやく近年、新たな試みの萌芽がみられるよう

になってきた。その中心となったのは、理工学研究科

生命科学コースの学生たちである。 
2005 年から 2006 年にかけ、同コースは文部科学省

の助成を得て「魅力ある大学院教育イニシアティブ」

事業を推進した。中村亮二氏を代表とする大学院生有

志 12 名(のち学部生一名が加わり 13 名)によって結成

された「ひなたブック製作委員会」もその中から生ま

れてきた。彼らは 2006 年 10 月 10 日から 2007 年 2 月

17 日にかけて 10 回におよぶ打ち合わせを重ね、その

結果を『ひなたブック』と題する小冊子にまとめた(首
都大学東京・東京都立大学で生物学を専攻する学生

2007, およびウェブサイト「ひなたブック」)。さらに

周辺地域の小中高生を対象として、日向緑地の探索や

水生生物の観察などの自然学習プログラムをたびたび

実施した。 
また、同コースの加藤英寿助教は、域内の森林資源

や生物多様性の劣化を招く竹林の拡大(鳥居 2003; 甲
斐・辻井 2004; 山口・井上 2004)から松木日向緑地を

守るための孟宗竹伐採事業と、生協から出る生ごみに

図 4. 「武蔵野の雑木林」の現実 
筆者撮影。プレート設置時は雑木林だった緑地の縁辺部はす

でにササに覆われているほか、内部（写真左奧）には竹の浸

潤がみられ、緑地の荒廃が徐々に進みつつある。 
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竹粉を混ぜ合わせて作る堆肥の生産を柱とした産学公

連携推進プロジェクトを進めている。これは、景観保

全の側面にのみ力点を置くあまり、現在まで二次林の

管理・運用を怠り、以て緑地内の環境を荒廃させてき

た大学側にとっても、大きな方針転換につながる動き

といえる。 
教職員および学生間の、いわば閉じたネットワーク

の中で暗黙のうちに相互了解が成立していた従前の保

存的手法とは大きく異なり、生命科学コースが進めて

いる新たなプロジェクトの多くは、松木日向緑地の二

次林としての側面に焦点を当て、積極的に域内環境の

管理・運用に取り組もうとする試みといえる。また、

これまではいわば蚊帳の外におかれていた地元住民を、

自然学習の学び手として取り込もうとする姿勢におい

ては、既往のアプローチと一線を画している。 
ただし、現在のところ、それらのほとんどは企画を

立案した大学院生や学部生のマンパワーによるところ

が大きい。また、ローカル・コモンズとしての里山と

いうよりは、児童や地元住民の自然観察の場として里

山を提供する意味合いが濃い。教育をする側・される

側のいずれも、離退職、卒業や修了に伴って地域を離

れることが想定され、その意味では先の『池の会』や

『ヤブザクラの花を見る会』などと同じく、一過性の

動きにとどまる危険性も内包している。 
里山のほとんどは、村持山や入会地として利用され、

周辺地域の共同体にとっては一種の共有財産であった。

限りある資源の持続的な利用のため、自律的な共同管

理（collective management）をおこなう地域集団が組織

されてきた歴史がある (堀内ほか 2004; 泉ほか 2008)。
松木日向緑地が、適切な管理・利用のもと「持続可能

な」緑地であるためには、現在は散策のみの利用しか

想定されていない緑地内の管理運用に地域住民を積極

的に迎え入れ、緩やかな共同管理システムを形づくっ

ていくことも必要であろう(井上 2000)。大学と地域住

民との連携により、「おらが里山」意識をもち、自律的

な里山管理のできる近隣住民を継続的に育てていく試

みが求められる。 
 
Ⅴ．おわりに 

 
現在の里山保全運動では、カリスマ的な存在の個人

や NPO が活動を牽引する例も少なくない(山口・蟹江

2002)。しかしながら、本研究で明らかになったように、

特定の個人やグループに依拠した活動はおのずと世代

交代が難しくなり、結果として活動そのもののブルネ

ラビリティも高くなる。教職員の離退職や学生の卒業

によって方針が揺らがぬよう、ある程度組織だった緑

地保全・管理・運用の指針や、人材育成のマニュアル

を作り上げていく必要があろう。 
そのためには、地域住民が参加する動機や里山に対

する評価、期待するイメージを分析し、いかに効果的

に地域住民の愛着を高め、自発的な参画を促すかを考

えていくきめ細やかな研究も必要となる (村中・寺脇

2005; 重松 2002; 中島・古谷 2004; 深町・奥 2002)。 
この点で観光科学専修の教員や学生が果たしうる役

割は少なくない。発足後間もない観光科学専修である

が、足元にある最も身近なフィールドであり実践の場

として、松木日向緑地の存在は無視できない重みがあ

る。景観保全と適正利用のバランスをどう取ってゆけ

ばいいのか。サスティナブルなツーリズムのあり方を

中心課題に据えている当専修が取り組むべきテーマの

ひとつである。他コースとスクラムを組み、地元住民

と学びあいながら、大学の抱える緑地の保全と適正利

用の問題に向き合ってゆくことも、地域に向かって開

かれた大学として首都大学東京が果たしうる、ひとつ

の立派な社会貢献ではないだろうか。 
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